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蚕桑地区の企業紹介  －地元企業の意外な一面－ 
 

 株式会社ニクニ白鷹では、資材調達から組立まで一貫生産によるモノづくりを行っており、多数保有し
ている大型精密機械を使って、他社が嫌がる単品で高精度部品の機械加工を中心に業務されています。そ
んなニクニ白鷹に植物工場があることはご存じですか？見学に先立ち事前に質問事項をお届けしました
ところ、大変丁寧な回答をいただきました。そのままお示ししたいところですが、紙面の都合上抜粋して
お伝えします。また、部会員が直接工場を見学させていただいたので、その様子もお知らせします。 
 
1. 水耕栽培 

① きっかけ  
 病気で生野菜を食べることができない人のために低カリウムレタスが販売され話題になって
いたので、本社で取り組んだ。 

② 栽培方法 
     人口光型完全密閉水耕栽培 
  （蛍光灯や LEDでの 24 時間連続照射。生育野菜に合わせた厳密な温度設定と管理。栽培溶液は循
環方式とし、部屋を密閉して外部からの農薬や昆虫・ゴミの混入を防ぐ。） 
③ 生産しているもの 
生で食べられるほうれん草（プリンセスポパイ）・ルッコラ・イタリアンパセリなど 

 
2. 地元食材の利用 

① プロが選ぶたけのこの水煮 

   ―ほどよいかたさと洗練されたたけのこの味― 
地元の人から筍を購入している。 

② フルーツよりおいしいフルーツソース 

―さくらんぼ・すもも・桃・カシス・りんご・ラフランス― 
   地元の生産者より、はねものを譲ってもらう。 
    （糖度 27～35度なのでフルーツソースとした。  

糖度が 40度以上のものはジャムとなるため。） 
 

3. その他        
① 取り扱い店舗  東京・高島屋 グリーンマーケット 

東京・OKATTE(おかって) など 
② ふるさと納税で筍の水煮を検討中  

 OKATTE ＨＰより 



2023年 10月  地域振興部会  丸川・菅・片山・五十嵐・髙木 
 

             ９月２日 株式会社ニクニ白鷹植物工場（旧こぐわ保育園） 
                  対応してくださった方 小関栄吉取締役（責任者） 

木村秋子さん （実務者） 
【学習したこと】 
水耕栽培 

〇 室温は 18度が適温。今夏は猛暑のため経費も嵩んだ。 
〇 室外にボンベを設置し、二酸化炭素を供給している。 
〇 土の代わりとなる養分が含まれた培養液は適宜交換が必要。 
  根腐れを防ぐため、培養液を抜いたり入れたりしている。 
〇 自社製のポンプを使用して培養液を循環させている。 
（もともとはポンプの拡販を目指したが、ポンプ能力はそれほど必要ではなかった。） 
〇 培養液に藻が発生するのを防ぐため、LEDライトを使用している。 
〇 種子は土を使った栽培と同じ一般的なものを使用。発芽するまで 1週間ほど。 
〇 発芽したものを発泡スチロール製の床に植え付けるのは、非常に細かい作業。 
〇 種まきから出荷まではおおよそ１か月ほどかかる。 
筍の水煮 

〇 旧保育園の調理室を活用して作っている。 
〇 ショップでは好評で、特に 10月から 12月に 
  需要が高まる。まとめ買いする人もいる。 
〇 放棄竹林の解消にもつながるのではないか。 
フルーツソース 

〇 ラベルのデザインを芸工大に依頼し、インパクトのあるものにしようとしている。 
〇 本来は、はねられてしまうようなものを有効活用している。 
 
【感想】 
☆ 旧保育園を使用することで初期投資の負担を軽減し、水耕栽培を実現 
することができたとのこと。施設の有効活用はとてもよいことだと思 
いました。 

☆ 試行錯誤を繰り返して現在の製品を作り上げた苦労を知りました。 
☆ 実質木村さんお一人で作業をしていらっしゃることを知り、大変驚き 
ました。忙しい時だけアルバイトをお願いしているそうです。 
（木村さんは調理師と食品衛生責任者の資格を保有しているとのこと）   

お知らせ 

10月 29日（日）に開催される文化祭にて、 
ほうれん草やフルーツソースなどが販売さ 
れますので、どうぞお楽しみに。 

＜ニクニ白鷹さんより お願い＞ 
※ 筍をお譲りください。 
（購入させていただきます。） 

※ 余剰の果物があればお譲りください。 
連絡いただければ、取りに伺います。 
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